
【FdData中間期末：中学理科2年電気】 
 [電力] 

◆パソコン・タブレット版へ移動 
 
 
[電力＝電圧×電流] 
[問題](後期中間) 

100Vの電圧を加えて7.5Aの電流が流

れるトースターの電力は何Wか。 
 
[解答]750W 
[解説] 
右図のように，

電流を水の流

れにたとえる

と，1秒間に流

れる水量は電
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流(A)を，水が流れ落ちる落差は電圧(V)
を表す。流れ落ちる水のエネルギーは，

落差が 2 倍になると 2 倍になる。また，

水量が 3 倍になると水のエネルギーは 3
倍になる。 
これと同様に，電圧(落差)が 2 倍になる

と電気エネルギーは 2 倍になる。また，

電流(水量)が 3 倍になると電気エネルギ

ーは3倍になる。 
1 秒間に発生する電気エネルギーは

電力
でんりょく

(単位はワット(W))で表す。1Vの電

圧を加えて 1Aの電流が流れたときに発

生する電気エネルギー(電力)を 1Wと定

めている。 
電流が一定で電圧が2，3，4･･･倍になる

と電力も2，3，4･･･倍になる。また，電

圧が一定で電流が2，3，4･･･倍になると



電力も2，3，4･･･倍になる。例えば，電

圧が 2V で電流が 3A のとき，1V で 1A
のときと比べて，電圧が 2 倍，電流が 3
倍なので，電力は2×3＝6倍で6Wにな

る。したがって， 
(電力W)＝(電圧V)×(電流A)という式が

成り立つ。 
 
 
 
この問題では，電圧は100V，電流は7.5A
なので，(電力W)＝(電圧V)×(電流A) 
＝100(V)×7.5(A)＝750(W) である。 
 
※この単元で出題頻度が高いのは 
「(電力W)＝(電圧V)×(電流A)」を使っ

た計算問題である。 



[問題](2学期中間) 
100Vで5A流れる電熱器と，100Vで

10A流れる電気ストーブがある。 
(1) 電熱器を 100V の電源につないだと

きの電力は何Wか。 
(2) 電気ストーブを 100V の電源につな

いだときの電力は何Wか。 
 
[解答](1) 500W (2) 1000W 
[解説] 
(1) (電力W)＝(電圧V)×(電流A) 
＝100(V)×5(A)＝500(W) 
(2) (電力W)＝(電圧V)×(電流A) 
＝100(V)×10(A)＝1000(W) 
 



[問題](1学期期末) 
ある電気器具に 100V の電圧を加えた

ところ，消費電力は250Wだった。この

とき流れている電流は何Aか。 
 
[解答]2.5A 
[解説] 
(電力W)＝(電圧V)×(電流A)に 100V，
250Wを代入すると， 
250(W)＝100(V)×(電流A) 
よって， 
(電流A)＝250(W)÷100(V)＝2.5(A) 
 
 



[問題](前期中間) 
次の各問いに答えよ。 

(1) 電流がもつ光や熱を発生させたり，

物体を動かしたりする能力を何エネ

ルギーというか。 
(2) (1)は何という量で表されるか。 
(3) (2)の単位の①記号と，②読み方を答

えよ。 
 
[解答](1) 電気エネルギー (2) 電力 

(3)① W ② ワット 
 
 



[オームの法則と電力の計算] 
[問題](後期中間) 

2Ω の電熱線に 6V の電圧をかけたと

き，電力はいくらになるか。 
 
[解答]18W 
[解説] 
オームの法則より，電圧・電流・抵抗の

3 つのうちの2 つから残りの1 つを計算

できる。 
すなわち，(電流 A)＝6(V)÷2(Ω)＝3(A) 
(「V÷」よりA＝V÷Ω) 
よって，(電力 W)＝(電圧 V)×(電流 A)
＝6(V)×3(A)＝18(W) 
 
※この単元はよく出題される。 
 



[問題](1学期期末) 
100V－850W のオーブントースター

がある。 
(1) 100V の電源につないだとき何 A の

電流が流れるか。 
(2) この電気器具の抵抗を求めよ。小数

1位まで求めよ。 
 
[解答](1) 8.5A (2) 11.8Ω 
[解説] 
(1)「100V－850W」とは100Vの電圧を

かけたときの電力が850Wになるという

ことである。(電力 W)＝(電圧 V)×(電流

A)なので，850(W)＝100(V)×(電流A) 
したがって，(電流A)＝850(W)÷100(V)
＝8.5(A)になる。 
(2) (抵抗Ω)＝100(V)÷8.5(A) 
＝約11.8(Ω)  (「V÷」よりΩ＝V÷A) 



[問題](2学期中間) 
100V－100W の電球に 50V の電圧を

加えた。 
(1) この電球の抵抗は何Ωか。 
(2) 電球に流れる電流は何Aか。 
(3) 消費される電力は何Wか。 
 
[解答](1) 100Ω (2) 0.5A (3) 25W 
[解説] 
(1) この電球に 100V の電圧を加えたと

きに消費される電力は100Wなので， 
(電圧 V)×(電流 A)＝(電力 W)より，

100(V)×(電流A)＝100(W) 
よって，(電流A)＝100(W)÷100(V) 
＝1(A) 
100Vの電圧で1Aの電流が流れるので， 
(抵抗Ω)＝100(V)÷1(A)＝100(Ω) 



(「V÷」よりΩ＝V÷A) 
(2) 100Ωの電球に 50V の電圧を加える

と，(電流A)＝50(V)÷100(Ω)＝0.5(A) 
(「V÷」よりA＝V÷Ω) 
(3)したがって，50Vの電圧を加えたとき

に消費される電力は， 
(電力W)＝(電圧V)×(電流A) 
＝50(V)×0.50(A)＝25(W) 

「100V－100W」と表示されている電気

機器は，「100V の電圧を加えたときに

100W の電力が消費される」ということ

で，つねに100Wの電力が消費されるわ

けではない。たとえば，電圧を
2
1
倍にす

ると，電流も
2
1
倍になるので，消費され



る電力は
4
1

2
1

2
1

=× 倍の25Wになる。 

また，電圧を2倍にすると，電流も2倍

になるので，消費される電力は 2×2＝4
倍の400Wになる。 
 
 
[問題](2学期中間) 
次の文中の①，②にあてはまる数を書

け。 
電熱線にかかる電圧を3Vから6Vと2

倍にすると，電熱線に流れる電流の大き

さは( ① )倍に，電力は( ② )倍にな

る。 
 
[解答]① 2 ② 4 
 



[解説] 
(電流A)＝(電圧V)÷(抵抗Ω)の式より，

抵抗は変わらないので，電圧を2倍にす

ると電流は2倍になる。 
(電力W)＝(電圧V)×(電流A)なので，電

圧が2倍，電流が2倍になると，電力は

2×2＝4倍になる。 
 
 



[電球の明るさの比較] 
[問題](3学期) 
電球が100V－60Wの電気スタンドと，

電球が 100V－100W の電気スタンドを

100V の電源にそれぞれつないだ。次の

各問いに答えよ。 
(1) 電球が明るいのは，どちらの電気ス

タンドか。 
(2) 大きな電流が流れているのは，どち

らの電気スタンドか。 
 
[解答](1) 100Wの電気スタンド 
(2) 100Wの電気スタンド 
[解説] 
 
 
 



(1) 1秒間に使う電気の量を電力
でんりょく

といい，

単位はW(ワット)で表す。消費電力が大

きい電球ほど明るい。 
「100V－60W」という表示がある電気

機器は，100Vの電圧を加えたとき60W
の電力が消費される。 
(2) (電力W)＝(電圧V)×(電流A)なので，

(電流A)＝(電力W)÷(電圧V) 
60Wの電球では， 
(電流A)＝60(W)÷100(V)＝0.6(A) 
100Wの電球では， 
(電流A)＝100(W)÷100(V)＝1(A) 
よって，大きな電流が流れているのは

100Wの電気スタンドである。 
 
※この単元で出題頻度が高いのは「一番

明るいのはどの電球か」という問題であ

る。 



[問題](2学期中間) 
次の図のように，100V－100W，100V

－60W，100V－40W の電球を並列でつ

ないだ。各問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 
(1) 図で，100Vの電圧がかかっていると

き，60W用の電球に流れる電流の大

きさは何Aか。 
(2) 一番明るく光るのは，100W，60W，

40Wの電球のうち何Wの電球か。 
 
[解答](1) 0.6A (2) 100Wの電球 



[解説] 
(1) (電力W)＝(電圧V)×(電流A)なので，

60(W)＝100(V)×(電流A) 
(電流A)＝60(W)÷100(V)＝0.6(A) 
(2) 電圧が同じとき，電力(W)が大きいほ

ど消費する電気の量が多いのでより明る

い。 
 



[並列・直列のときの電力] 
[問題](2学期中間) 
次の図のように，100V－100Wの電球

a，cと100V－25W の電球b，d を使っ

て回路 1 と回路 2 をつくり，どちらも

100Vの電源につないで，a，b，c，dそ

れぞれの電球の明るさを比べたところ，

どれも明るさが違った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(1) 100V－100W の電球の抵抗の値を

求めよ。 
(2) 100V－25W の電球の抵抗の値を求

めよ。 
(3) 電球a，b，c，dを明るい順に並び替

えよ。 
 
[解答](1) 100Ω (2) 400Ω 
(3) a，b，d，c 
[解説] 
(1) 100Vの電圧をかけたとき100Wの電

力が消費されるので， 
(電流A)×100(V)＝100(W) 
よって， 
(電流A)＝100(W)÷100(V)＝1(A) 
100V の電圧を加えたとき 1A の電流が

流れるので， 



(抵抗)＝100(V)÷1(A)＝100(Ω) 
(「V÷」よりΩ＝V÷A) 
(2) 100Vの電圧をかけたとき25Wの電

力が消費されるので， 
(電流A)×100(V)＝25(W) 
よって， 
(電流A)＝25(W)÷100(V)＝0.25(A) 
100V の電圧を加えたとき 0.25A の電流

が流れるので， 
(抵抗Ω)＝100(V)÷0.25(A)＝400(Ω) 
(3) 回路1は並列回路で，電球a，bに加

わる電圧は，ともに 100V である。した

がって，電球aの消費電力は100W，電

球 b の消費電力は 25W である。回路 2
は直列なので，電球 c，d に加わる電圧

は 100V より小さくなり，消費電力はそ

れぞれ100W，25Wより少なくなる。 



電圧と電流から c，d の消費電力を計算

する。(1)，(2)より，cの抵抗は100Ω，d
の抵抗は400Ωである。 
回路2は直列回路なので， 
(全体の抵抗Ω)＝100＋400＝500(Ω) 
(電流A)＝100(V)÷500(Ω)＝0.2(A) 
(「V÷」よりA＝V÷Ω) 
(cの両端の電圧V)＝0.2(A)×100(Ω) 
＝20(V) (「V＝」よりV＝A×Ω) 
(dの両端の電圧V)＝0.2(A)×400(Ω) 
＝80(V) 
(電力W)＝(電圧V)×(電流A)なので， 
(cの消費電力W)＝20(V)×0.2(A)＝4(W) 
(dの消費電力W)＝80(V)×0.2(A) 
＝16(W) 
電力が大きいほど，電球は明るく光る。

電球a～dを明るい順に並べると， 



電球a(100W)，電球b(25W)，電球d(16W)，
電球 c(4W) となる。 
 
※この単元で出題頻度が高いのは，電球

を並列・直列につないだとき，「どの電球

が一番明るいか」「明るい順に並べよ」と

いう問題である。 
 
 



[問題](前期期末) 
2 種類の電球(100Ω，400Ω)を使って，

図1，図2のような回路をつくり，100V
の電源につないだ。 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 図1で，電球a，bが消費する電力は

それぞれ何Wか。 
(2) 図2で，電球 c，dに流れる電流はそ

れぞれ何Aか。 
(3) 図2で，電球 c，dで消費する電力は

それぞれ何Wか。 



(4) 電球a～dのうち，①もっとも明るく

ついているのはどれか。②もっとも

暗くついているのはどれか。 
 
[解答](1)a 100W b 25W (2)c 0.2A 
d 0.2A (3)c 4W d 16W (4)① 電球a 
② 電球 c 
[解説] 
図 1 は並列回

路なので，a，
b の電球にか

かる電圧はと

もに 100V で

ある。 
(aを流れる電流A)＝100(V)÷100(Ω) 
＝1(A) (「V÷」よりA＝V÷Ω) 
(aの電力W)＝(電圧V)×(電流A) 



＝100(V)×1(A)＝100(W) 
(bを流れる電流A)＝100(V)÷400(Ω) 
＝0.25(A) 
(bの電力W)＝100(V)×0.25(A)＝25(W) 
図 2 は直列

回路である

ので，c と d
に流れる電

流は等しい。 
cとdを合成

した抵抗値は 100＋400＝500(Ω)なので， 
(電流 A)＝100(V)÷500(Ω)＝0.2(A)とな

る。 (「V÷」よりA＝V÷Ω) 
(cの両端の電圧V)＝0.2(A)×100(Ω) 
＝20(V) (「V＝」よりV＝A×Ω) 
(cの電力W)＝(電圧V)×(電流A) 
＝20(V)×0.2(A)＝4(W) 



(dの両端の電圧V)＝0.2(A)×400(Ω) 
＝80(V) 
(dの電力W)＝(電圧V)×(電流A) 
＝80(V)×0.2(A)＝16(W) 
電力が大きいほど，電球は明るく光る。

電球a～dを明るい順に並べると， 
電球a(100W)，電球b(25W)，電球d(16W)，
電球 c(4W) となる。 
 
 
[問題](2学期中間) 
電球 A(100V－100W)と電球 B(100V

－30W)がある。 
(1) 並列につないだとき明るいのはどち

らの電球か，記号で答えよ。 
(2) 直列につないだとき明るいのはどち

らの電球か，記号で答えよ。 



[解答](1) A (2) B 
[解説] 
(1) たとえば，100V の電源にA とB を

並列につなぐと，どちらにも 100V の電

圧がかかるので，電球 A(100V－100W)
の消費電力は 100W，電球 B(100V－

30W)の消費電力は30Wになる。したが

って，消費電力の大きいAの電球が明る

い。 
(2) 電球A(100V－100W)と電球B(100V
－30W)より，(A の抵抗)＜(B の抵抗)で
あることがわかる。AとBを直列につな

いだとき，流れる電流は同じである。 
(電圧V)＝(電流A)×(抵抗Ω)より， 
(A の両端の電圧)＜(B の両端の電圧)で
あることがわかる。 
 



(電力W)＝(電圧V)×(電流A)で電流は同

じなので，(Aの電力)＜(Bの電力)となる。 
したがって，電球Bが電球Aよりも明る

い。 
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【FdData中間期末製品版のご案内】 
このPDFファイルは，FdData中間期末

を PDF 形式(スマホ用)に変換したサン

プルです。製品版のFdData中間期末は

Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイル(A4 版)で，

印刷・編集を自由に行うことができます。 
◆FdData中間期末の特徴 
中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去

問を数多く解くことです。FdData 中間

期末は，実際に全国の中学校で出題され

た試験問題をワープロデータ(Word 文

書)にした過去問集です。各教科(社会・

理科・数学)約1800～2100ページと豊富

な問題を収録しているため，出題傾向の

90％以上を網羅しております。 
FdData 中間期末を購入いただいたお客

様からは，「市販の問題集とは比べものに

ならない質の高さですね。子どもが受け



た今回の期末試験では，ほとんど同じよ

うな問題が出て今までにないような成績

をとることができました。」，「製品の質の

高さと豊富な問題量に感謝します。試験

対策として，塾の生徒にFdDataの膨大

な問題を解かせたところ，成績が大幅に

伸び過去最高の得点を取れました。」など

の感想をいただいております。 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサン

プルは，製品の全内容を掲載しており，

どなたでも自由に閲覧できます。問題を

「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData
中間期末がその本来の力を発揮するのは

印刷ができる製品版においてです。印刷

した問題を，鉛筆を使って一問一問解き

進むことで，大きな学習効果を得ること

ができます。さらに，製品版は，すぐ印



刷して使える「問題解答分離形式」，編集

に適した「問題解答一体形式」，暗記分野

で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の3形式を含んでいますので，目

的に応じて活用することができます。 
FdData中間期末の特徴(QandA方式) 
◆FdData中間期末製品版の価格 
理科1年，2年，3年：各7,800円 
社会地理，歴史，公民：各7,800円 
数学1年，2年，3年：各7,800円 
ご注文は電話，メールで承っております。 
FdData中間期末(製品版)の注文方法 
※パソコン版ホームページは，Google
などで「fddata」で検索できます。 

※Amazonでも販売しております。 
 (「amazon fddata」で検索) 
 
【Fd教材開発】電話：092-811-0960 
 
メール： info2@fdtext.com 

http://www.fdtext.com/dp/qanda_k.html
http://www.fdtext.com/dp/seihin.html
mailto:info2@fdtext.com

